
第 63 回 河川レンジャー制度運営委員会 

日 時：令和 3 年 6 月 1 日（火）14:00～15:30 
場 所：オンラインによるリモート開催

議 事 次 第 

１．開会 

２．委員長・副委員長の選出 （資料－1･2） 

３．報告  （資料－3）

(1) 第 62 回河川レンジャー制度運営委員会 議事要旨について

(2) 第 62 回委員会以降の河川レンジャー活動状況

(3) 新規河川レンジャーの募集･応募状況

４．審議 

2021 年度河川レンジャー年間活動計画（案）の承認について    （資料－4） 

５．その他 

(1) 2021 年度の年間スケジュール  （資料－5） 

(2) その他のご意見

７．閉会 

【配付資料】 

資料－1 2021 年度 琵琶湖河川レンジャー運営体制について

資料－2 委員長・副委員長の選出について

資料－3 河川レンジャー制度運営委員会事務局からの報告

資料－4 2021 年度 琵琶湖河川レンジャー年間活動計画（案）

資料－5 2021 年度の年間スケジュール

参考資料－1 第 62 回_河川レンジャー制度運営委員会 議事録

参考資料－2 河川レンジャーレポート vol.43 
参考資料－3 河川レンジャー活動の理念・あるべき姿

参考資料－4 河川レンジャー制度運営委員会規約

参考資料－5 琵琶湖河川レンジャー活動要領
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2021 年度 琵琶湖河川レンジャー運営体制について 

2021年度の琵琶湖河川レンジャーの運営体制について、確認と共有をお願いします。

１．河川レンジャー制度運営委員会

河川レンジャー制度運営委員会の委員は表 1.の通りです。
※今年度の委員長と副委員長の選出は、本会で執り行います。

表 1. 河川レンジャー制度運営委員会委員 一覧 

分類 氏 名 所属 等 備 考 

学識経験者 
中谷
なかたに

 惠
けい

剛
ごう

NPO 法人 瀬田川リバプレ隊 

平山
ひらやま

 奈央子
な お こ 滋賀県立大学 環境課学部 

環境政策・計画学科 

住民 
北井
き た い

 香
かおり 淡海の川づくりフォーラム 

実行委員長 

行政関係者 

（河川管理者）
辻
つじ

 光
みつ

浩
ひろ 滋賀県土木交通部 流域政策局 

河川・港湾室 室長

矢野
や の

 公
とも

久
ひさ 国土交通省 琵琶湖河川事務所 

所長

（敬称略） 

２．琵琶湖河川レンジャー

琵琶湖河川事務所管内で活動を展開する河川レンジャーは表 2.の通りです。

表 2. 琵琶湖河川レンジャー 一覧 

区 分 氏 名 任期 等 備 考 

河川レンジャー 
根木山
ね ぎ や ま

 恒
こう

平
へい

５期 ９年目 

水上
みずかみ

 幸夫
ゆ き お

３期 ５年目 

（敬称略） 
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３．琵琶湖河川レンジャー担当者

琵琶湖河川レンジャーの担当者（琵琶湖河川事務所、活動支援室 他）は表 3.の通りで
す。

表 3. 琵琶湖河川レンジャー担当者 一覧 

区 分 氏 名 所属 等 備 考 

琵琶湖河川事務所 
幅岸 修一 副所長（工事・管理）  

小澤 和幸 保全対策官  

堀 祐樹 管理課 専門官  

活動支援室 

（業務受託者）
松岡 徹 

ウォーターステーション琵琶 

流域連携支援室 
レンジャーマネージャー 

業務受託者 中西 史尚 （公財）河川財団 近畿事務所 

寺井 喜之 （公財）河川財団 近畿事務所長 

井上 勇樹 （公財）河川財団 近畿事務所 

小野 正雄 （公財）河川財団 近畿事務所 

（敬称略） 



委員長・副委員長の選出について 

 河川レンジャー制度運営委員会の委員長、副委員長は、「河川レンジャー制度運営委員会

規約」第７条２項により、委員の互選により定めることとなっています。

 本会において、委員長、副委員長の選出を行いたく存じます。

表 1.および表 2.をご確認いただき、自薦、他薦を含めて、選出をお願いいたします。

表 1. 2021 年度 河川レンジャー制度運営委員会委員 一覧 

分類 氏 名 所属 等 備 考 

学識経験者 
中谷
なかたに

 惠
けい

剛
ごう

NPO 法人 瀬田川リバプレ隊 ＊2020 年度委員長

平山
ひらやま

 奈央子
な お こ 滋賀県立大学 環境課学部 

環境政策・計画学科 

住民 
北井
き た い

 香
かおり 淡海の川づくりフォーラム 

実行委員長 
＊2020 年度副委員長

行政関係者 

（河川管理者）
辻
つじ

 光
みつ

浩
ひろ 滋賀県土木交通部 流域政策局 

河川・港湾室 室長

矢野
や の

 公
とも

久
ひさ 国土交通省 琵琶湖河川事務所 

所長

（敬称略） 

表 2．河川レンジャー制度運営委員会規約 第７条（抜粋） 

（委員長及び副委員長） 

第７条 委員会には委員長１名、副委員長１名を置くこととする。 

２． 委員長及び副委員長は委員の互選によってこれを定める。 

３． 委員長は会務を総括し、委員会を代表する。 

４． 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故がある時又は委員長が欠けた時は、 

副委員長がその職務を代行する。
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2021 年度の年間スケジュール 

2021年度の琵琶湖河川レンジャー支援等の年間スケジュールは以下の通りです。

制度運営委員会等
河川レンジャーミーティングおよび

勉強会
その他

（Rレポート発行 他）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

時期

令
和
３
年
度

琵琶湖河川R・琵琶湖河川事務所

意見交換会

第2回 河川レンジャー勉強会

琵琶湖河川レンジャーレポート 発行

琵琶湖河川R・琵琶湖河川事務所

意見交換会

第1回 河川レンジャー勉強会

第65 回 制度運営委員会

琵琶湖河川レンジャーレポート 発行

琵琶湖河川レンジャーレポート 発行

5/17 河川レンジャーミーティング

琵琶湖河川レンジャーレポート 発行

河川レンジャーミーティング

河川レンジャーミーティング

6/1

・第63回 制度運営委員会

・制度運営委員会委員・琵琶湖

河川R意見交換会

・第64回 制度運営委員会

・制度運営委員会委員・琵琶湖

河川R意見交換会

第 63 回河川レンジャー制度運営委員会（2021.6.1）
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■第62回 河川レンジャー制度運営委員会（2021.3.8）議事録 

◆出席：中谷委員、北井委員、平山委員、堀田委員

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

１．開会 △中西 ・ただいまから第62回の制度運営委員会を開催いたします。 

・私は、本日の司会進行を務めます、事務局の河川財団近畿事務所、中西

と申します。よろしくお願いします。 

・本日ご出席の委員は４名となっております。委員総数５名のうち過半数

以上の出席を賜っておりますので、委員会規約第８条第２項により、委

員会の成立をまず報告させていただきます。 

・続きまして、お手元の資料のご確認をお願いします。まず委員会の配布

資料でございますが、議事次第、続いて委員名簿が１枚ございます。そ

れから、資料－１から資料－６までが本資料になってございます。全て

Ａ４のホチキスどめです。それから、参考資料は参考資料－１から参考

資料－４までの４種類ございます。あと、別紙で根木山レンジャーから

いただきました年間活動報告の補足資料をつけております。また随時説

明のほうで資料番号を申し上げますので、よろしくお願いします。 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

２．委員紹介 △中西 ・続きまして、ご出席いただいてます委員の方を紹介いたします。画面に

委員の方が映っておりますが、まず中谷委員長、北井副委員長、平山委

員、それから堀田委員の４名でございます。 

・滋賀県の山崎委員でございますが、本日県議会のためにご欠席となって

おります。 

・本日の議事でございますが、議事次第にあります「３．報告」から「４．

その他」までを公開で執り行います。閉会後、一般傍聴の方には退席い

ただきまして、７の非公開審議を執り行います。委員会の閉会は16時の

予定でございます。長時間にわたりますけども、よろしくお願いいたし

ます。 

・それでは、これより議事の進行のほうを中谷委員長にお願いしたいと思

います。委員長、よろしくお願いします。 

第63回河川レンジャー制度運営委員会（2021.6.1） 

参考資料－１ 
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 (太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(1)第61回河

川レンジャー

制度運営委員

会の議事録に

ついて

中谷 ・では、始めさせていただきます。 

・皆様、お疲れさまです。ありがとうございます。進行にご協力いただき

ますよう、よろしくお願いします。 

・それでは、先ほど紹介がありましたとおり、議事次第にのっとって進め

させていただきます。 

・まずは３の報告事項ですが、前回、第61回河川レンジャー制度運営委員

会の議事録についてということで、概要版と本編があります。これはも

う既に委員の皆様には確認していただいているんですけども、このこと

について事務局からご報告をお願いします。 

△中西 ・それでは、資料－１をごらんください。参考としまして、資料－２に議

事録をつけております。資料－１の議事要旨をもとに、簡単に前回を振

り返らせていただきます。 

・前回の第61回の制度運営委員会でございますが、12月８日に行われまし

た。 

・議事としましては、60回の委員会の議事録、第１回の琵琶湖河川レンジ

ャーと琵琶湖河川事務所の意見交換会の開催報告、それから河川レンジ

ャーの中間活動報告をいたしました。その後、意見交換等も行った状況

でございます。 

・結果のほうを見ていただきますと、まず第１回の河川レンジャー・河川

事務所意見交換会の開催報告ということで、特に今年度は野洲川の中洲

親水公園をターゲットとしまして、ここに主眼を置いた意見交換を実施

しております。コロナ禍ということもありまして短時間にテーマを集中

してやったというところでございます。委員の皆様からは、守山市さん

にも加わっていただいていることが非常に大きいというようなご意見を

いただいておりました。 

・続きまして河川レンジャーの中間報告でございますが、根木山レンジャ

ー、水上レンジャーの中間報告をいただいております。根木山レンジャ

ーからは野洲川中洲親水公園での住民活動支援についてご報告いただき

まして、守山市さんとの調整をうまく進めていただいたらいいのではな

いか、うまくコーディネートをしてもらうことが今後につながるという

ようなご指導をいただいておりました。また、Ｅボートを利用した乗船

体験等も支援しておられまして、今後は住民から企画ができるようなと

ころまで持っていけるといいねというような指導をいただいておりまし

た。水上レンジャーの中間報告におきましては、野洲川の河川清掃活動

の継続ですとか樹木伐採後の維持管理の報告がございました。特に再繁

茂の対策に対して、十分に地元と調整してやっていければというような

ご意見等を賜っております。 
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・そのほか、意見交換の中ではコロナ禍における新しい会議のやり方につ

いて意見が交わされまして、本日の会議のようなオンラインを利用する

などのやり方があるのではないかというようなご意見がありました。ま

た、河川レンジャーの多様な職種といいますか、勤務状況と河川レンジ

ャーの活動に関する意見交換もございました。今後、確認等も進めてい

くというような内容になっております。 

・簡単ですが、以上が前回の議事の振り返りでございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・今も説明がありましたとおり、資料－１は議事要旨、資料－２は議事録

ということで、既に委員の皆様には確認をいただいているということな

のですが、改めて質問あるいはご意見等ありましたら、お伺いいたしま

す。いかがでしょうか。 

・ないようでしたら、次の議事へ進めさせてもらいます。お気づきの点等

ありましたら、また後の部分でご発言いただければと思います。 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(2)琵琶湖河

川 レ ン ジ ャ

ー・守山市・琵

琶湖河川事務

所意見交換会

開催報告

中谷 ・そうしましたら、事務所さんとの意見交換会をやってもらってますので、

資料－３の説明を事務局からお願いします。 

△中西 ・続きまして、資料－３の説明をさせていただきます。 

・第２回の琵琶湖河川レンジャー・琵琶湖河川事務所の意見交換会の開催

ということでございますが、今回はタイトルに守山市さんも加えまして

第２回目とさせていただきました。 

・第１回に続きまして野洲川の中洲親水公園の利用促進をテーマに、先月

の２月８日に実施しました。前回の続きということもありまして、さら

に前回を踏まえた取り組みですとか改善案というのが出されてきており

ます。 

・このときも、緊急事態宣言中ということもありまして、オンラインでの

開催となりました。 

・結果でございますが、１ページ目の下、中洲親水公園の利用促進につい

てということで、河川レンジャーより中洲親水公園の利用に関してヒア

リングした結果が報告されました。第１回目から２回目までの間に中洲

親水公園の利用ルール、利用のあり方等をヒアリングしていただきまし

て、その結果をこの場で報告したものでございます。 

・また、守山市さんからも、前回の１回目の議論を受けて、利用の促進に

向けては中洲親水公園の中にある看板の内容を変更したほうがいいとい

う考えに至っていただいたということで、２ページ目の１行目にありま

すように、利用ルールを変更されたということが報告されました。今後

はさらに、その変更したことも受けて、多様な利用のあり方をイメージ
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しているとの報告もございました。 

・具体的には、３ページ目にありますように、親水公園に看板が設置され

ているわけですけども、そこに釣りをしてはだめだとかサッカーをして

はだめだとか野球をしてはだめだというルールが書いてあったんです

が、その部分を削除していただいたというものでございます。ページ番

号が抜けているかもしれませんが、４ページ目、５ページ目が新旧の看

板の中身を拡大したものになっておりまして、旧の項目の８番と12番、

野球・サッカー・ゴルフなどはやめてくださいという話、それから12番

の釣りの話、ここを削除して新しい内容の看板が掲示されたというとこ

ろにつながったということでございます。 

・河川レンジャーの皆様からは、利用状況に関する意見としまして、現在

の公園では遊具がないので利用者が少ないのではないかという意見を拾

っていただいたり、来てもらう工夫としてはどのような利用があるかと

いう具体例を事務所のほうから提案いただいたりというような意見交換

でございました。ここではルールの改正というのが今年の成果の中でも

大きいものかなと考えておりますが、来年はさらに利用実績をいろいろ

つくっていきたいなというところで終了しております。 

・簡単ですが、以上でございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・今ほども説明がありましたとおり、河川管理者に加えて地元自治体も参

画してということで、今後の方向づけといいますか、端的にルール改正

ということだったんですけども、それは非常に大きい。まあ、自由度が

多くなったというのはいいことなんですけども、逆に使うほうは節度を

持った使い方をしなければならんということですが。 

・今、報告がありましたことについて委員の皆さんから質問あるいはご意

見、また事務所さんのほうから補足等ありましたらお伺いいたしますが、

いかがでしょうか。レンジャーさんからどうですか。特にないですか。

・そうしましたら、次へ行きましょうか。先ほども申しましたが、振り返

ってお気づきの部分がありましたら、またその都度お伺いいたします。



- 5 -

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(3)琵琶湖河

川レンジャー

勉強会「第３

回 水 防 災 研

修」開催報告

中谷 ・次に、勉強会ということでレンジャーさんに水防災の研修をやっていた

だいてますので、このことについての説明をお願いします。 

△中西 ・資料－４になります。琵琶湖河川レンジャー勉強会「第２回水防災研修

会」の開催報告でございます。 

・目的は「河川レンジャーが平成30年度、及び令和元年度の水防災研修で

習得済みの水害時における避難の基礎知識を活用し、地域住民の早期避

難の意識を醸成できるよう、避難ツールを習得することを目的とした。」

ということで、今回が３回目になるわけですけども、令和３年２月22日

に守山市の中洲会館にて実施しております。これは室内だけの研修とな

りまして、河川レンジャー２名と、一般参加としまして地域住民の方に

も１名参加いただきました。内容は、「マイ・タイムラインの作成体験」

というのが主なテーマでございまして、避難のタイミングですとか、水

災害が迫ってきているときに実際何日前からどういう行動をするのかと

いうのをキットを用いてみずから考えて確認しておくということを体験

しました。 

・実施結果ですが、基礎知識の説明と作成体験ということで、昨年度から

講師をしていただいてます、淀川河川レンジャーの山口さんにお願いし

て実施しました。 

・２ページ目に意見交換の内容がありますけども、例えば「水害時におい

て、守山市から住民にどのように連絡するのか。」という質問に対して

は「防災無線、有線などで連絡する」ということで、守山市さんにも参

加いただいて有意義な意見交換になりました。また、河川事務所の方か

ら、過去に内水氾濫で自宅の１階が浸水したことがあるという事例を紹

介いただいたり、今後は中洲親水公園の水位を琵琶湖河川事務所のホー

ムページから把握できるというような新しい情報をいただいたりしまし

た。研修を通していろんな事例も紹介いただけたというところでござい

ます。 

・レンジャーさんからの感想も３ページ目に掲げておりますが、「近年は、

びっくりするような雨や水害が実際に起きているので、守山市内でも従

来は野洲川があるから安心という感じから、やはり万が一ということを

想定してみることも必要だ」と感じていただきました。また、地域の方

からは「住民は、たぶん危機感が薄いので、こういう考える機会が住人

にも経験できるといいのですが。」というような声、それから「一定期

間このような資料を掲示するとか。集いの時に、そういうコーナーを設

置するとか。」というようなアイデアをいただきました。ほかにも、老

人の集いでもこういうゲームを取り入れていけばいいんじゃないかとい

うようなことも意見としていただいてますので、こういった情報も今後
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の参考にしていきたいと思います。 

・以上です。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。レンジャーさんへの水防災研修の開催

報告の説明をしていただきました。何か質問等ございませんか。 

平山 ・質問じゃないんですけど、何の研修をするかというのを決めるときに、

もしレンジャーさんが「こういう資格を取りたい」ということであれば、

取りたいもの――例えば、私のときだと、資格じゃないんですけど、プ

ロジェクトＷＥＴというものの認定をいただけるような講座を受けさせ

ていただいた覚えがあるんです。そのとき私たちが何を学びたいかとい

うのを聞いて企画していただいてたと思うので、もし根木山さんと水上

さんにそういうのがあれば言っていただいたらいいんじゃないかなと思

いました。 

中谷 ・はい、ありがとうございます。防災士とか、いいですね。 

・では、先ほどに続いて、何かありましたらまた後のパートでお聞きする

として、研修については以上とさせていただきます。 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(4)河川レン

ジャー年間活

動報告

中谷 ・それでは、レンジャーさんの年間活動報告ということで、12月に一度聞

いてますので、その辺はうまくアレンジしながらレンジャーさんからお

話しいただければと思います。活動報告７分、質疑応答８分、お一人15

分ということになってますので、オーバーしないように進めたいと思い

ます。 

・では、根木山レンジャーからお願いできますか。 

△中西 ・皆様は、お手元の資料－６と別紙の資料をご用意ください。 

R根木山 ・改めまして、琵琶湖河川レンジャーの根木山と申します。今年で８年目

の活動が終わるところでございます。８年間一貫して、野洲川の下流部

の守山市中洲地区に入って「野洲川の川守りをつなぐ」ということで活

動させていただいております。基本的には、野洲川を利用する住民が増

えて、利用する中で維持管理にも協力するよという住民が増えるという

姿を目指して活動しております。 

・今日の報告なんですけれども、前回12月８日以降の動きを初めにご紹介

して、その上で年間の活動報告を簡単にさせていただけたらなと思って

います。 

・まず、中間報告以降の主な動きなんですけれども、12月に守山市環境政

策課と琵琶湖河川事務所河川環境課との協議の場を持っていただきま

した。その中で、今年度、私が守山市環境学習事業のほうに提言活動を

してきたこともあって、来年度以降、守山市の環境学習事業で使用する

のであれば琵琶湖河川事務所からＥボートを貸与できるということを
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河川環境課長からお話しいただいて、来年度以降の環境学習事業にＥボ

ートを活用していくということが合意されたのかなと思っております。

・また、12月の勉強会の場に意見交換会にもご出席いただいている守山市

の国県事業対策課の方もいらっしゃっていたので意見交換をさせてい

ただいて、その中で地元の中洲学区から守山市を通して琵琶湖河川事務

所が開催している野洲川保全利用委員会に出された要望が示されまし

て、「これに関して住民はどう思っているのかな」みたいな話が行政サイ

ドからあったので、「じゃあ、そこは河川レンジャーとして住民に意見聴

取しますね」というお話をしました。 

・それが終わった後で個別に１対１でミーティングをして、１月に入って

からどういうことを気にされているのかということを確認する作業を

琵琶湖河川事務所、守山市の国県事業対策課、あと中洲会館とでさせて

いただいた上で、１月、２月で中洲会館区の住民さんに、５名と少ない

んですけれども、意見聴取をさせていただきました。それをさっき事務

局からも報告のあった２月の意見交換会の場で報告して、共有いただい

たということになっています。 

・また、そういった流れの中で、幸津川町自治会長から、ふだん一緒に活

動している住民グループのほうに３月に芝桜の植栽作業をするので参

加してほしいという要請がありまして、これをきっかけにこの芝桜の植

栽活動について琵琶湖河川事務所からも情報提供いただいて、今、活動

をしているところです。端的に言いますと、３月20日の野洲川放水路通

水40周年記念植樹に関して、なかす野洲川たんけん隊も参加させていた

だいて、住民参加を呼びかけようということで動いております。 

・委員の皆様のお手元には今説明したことの補足の資料があると思うんで

すけれども、これが昨年秋に野洲川の河川利用保全委員会に守山市のほ

うから出された地元要望です。地元ではこういったものを絵に描いて、

ぜひさらに整備をしてほしいということが学区長のほうから出されて

いるということでした。河川管理のことを御存じの方からすると、ちょ

っとハードルが高いなというような絵も入っているんですけれども、こ

れが住民の声なので、こういったことに関して住民ヒアリングで「実際、

住民はどういうふうに感じているのかな」というのを聴取させていただ

きました。 

・これが聴取した結果の表です。コロナ禍ということもあって十分な数で

はないんですけれども、中洲学区の５人の住民の方にお話をお伺いし

て、実際に学区から要望が上がっている項目ごとにお話を聞いて、それ

をこういった形で表にまとめて、２月の意見交換会で提供させていただ

いて情報共有を図ったということになっています。 

・事前の行政との話では、ストライダーというペダルなし自転車の利用に

関して、既に昨年の夏に利用されてたときに周辺住民からクレームがあ
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って、「住民意識としてはどうなのかな」みたいなことを気にされていた

のでその辺は割と丹念に聞いたのと、もう一つは、全般的な意見として

遊具がないと。近隣には、地球市民の森とか、大型遊具があってすごく

人気の公園があるんですけれども、どうしてもあめんぼうはそういった

ものがないのでなかなか利用しにくいというところがやっぱり住民の

声として聞き取れたかなというふうな印象を持っています。 

・もう一つの資料は、３月20日に行う、幸津川町自治会が主導する植栽プ

ロジェクトに関するものです。今、自治会からいただいた資料をお見せ

していますけれども、こういった形で野洲川の堤内地側ののり面の下あ

たりに芝桜を450メートルにわたって住民が参加して植栽をすると。資

材は琵琶湖河川事務所さんから提供されて住民連携の整備活動が行わ

れるということで、これになかす野洲川たんけん隊も参加する形で、私

のほうも支援させていただくことになりました。これが植栽のイメージ

ですね。 

・ちょうど昨日ぐらいから広報を始めたんですけれども、「植栽作業に参加

してね」というボランティア募集のような感じだけだとなかなか集まり

にくいのかなというのもあるので、「野洲川であそぼう!!」というキャッ

チコピーを掲げて、「野洲川に遊びに来る感覚で芝桜植えも手伝ってね」

というような呼びかけでアピールを始めております。それから、カヌー

体験のほうは環境学習として来年度以降取り組むものの試験にもなる

と思うので行いたいと思っているのと、「くむんだー」という木のジャン

グルジムがありまして、これは守山のまちづくり会社が所有しているも

のをご厚意で無料でお借りして取り組みます。住民の意見聴取でも「遊

具がないのでなかなか行けないんだよね」という声があったので、一回

こういった仮設の遊具を使ってみるということも試験として行ってみ

たいという考えで行うものです。あと、Ｅボートの運航は支援室からも

ご協力いただいてトライアルとして行う予定です。 

・自治会としては当日100人ぐらいの参加者を見込んでいるそうで、何とか

頑張って参加者を幸津川や中洲学区以外のところからも集められたら

いいなというふうに思っています。 

・最後に、年間活動報告を簡単にさせていただきます。 

・概要的に言いますと、今年はコロナ禍で実際の活動がなかなかできなか

ったんですけれども、逆に言うと、その分、行政との提言活動を積極的

にさせていただいて、比較的手応えがあったかなというふうに思ってい

ます。一つは、さきに事務局から報告があったように、親水公園の使用

ルールが改定されたということとか、Ｅボートの来年度に向けた合意が

できたということ。あと、来年度、守山市の環境施策の中で河川清掃活

動に参加する住民に環境エコポイントを付与するという施策ができま

して、これも私のほうで提言していたことが実現できたことなので、こ
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れをきっかけに、来年度以降、河川清掃活動に参加する住民を増やして

いきたいなと思っております。 

・今後の課題についてなんですけれども、今年度、守山市や琵琶湖河川事

務所、また地元の学区と協議してきたことに関して、来年度は具体的に

一個一個試行していく年度になるというふうに思っております。また、

今年度取り組んだような市の施策への提言活動とか、あるいは住民の意

見を聴取するみたいな――やっぱり行政だと、なかなか聞きにくいとこ

ろがあるということが協議する中でわかってきたので、その辺を河川レ

ンジャーとして率直に住民に聞きに行って、ご意見を聞いて、それを行

政とも共有して、住民と行政が連動するような河川活動につなげていけ

たらなと思っています。 

・以上になります。 

中谷 ・根木山さん、ありがとうございました。 

・ただいま根木山レンジャーから報告をいただきました。委員の皆様から

質問、ご意見等、また年間活動全体に対しての評価等もお伺いいたしま

すので、どうぞご発言ください。どなたからでも結構です。 

北井 ・ご発表、ありがとうございます。コロナでいろんな活動制限がかかる中、

守山市さんとも意思疎通を深めていただいて、できる範囲の中でできる

ものはできるように、それ以外のところは上手に深めて１年間の活動を

していただいたのかなというふうに思ってます。ありがとうございま

す。 

・確認する機会を逸していて今になってしまうんですけど、ちょっとだけ

確認しておきたいなと思う項目があって根木山さんにお伺いしたいん

ですけど、年度の最初に守山市の環境学習事業推進委員会の委員委嘱を

されたという報告があって、多分、これはやすたんの活動があって、河

川レンジャーとしての立場で委嘱を受けられたという経緯かなという

理解をしてました。それで、下半期の活動報告とかを見てたりしてたん

ですけど、委員会としての役割と河川レンジャーとしての活動の切り分

けというか、作業というか、活動報告の仕方とか――例えば、活動内容

の計画の中にも提言活動とか環境学習事業についてのヒアリングとか

がちょいちょい出てくるんです。まあ、長くご活動いただいているので

ある程度整理していただいているのかなと思いながら、委員会としての

活動と河川レンジャー活動との切り分けというのはどういうふうに整

理して書かれているかしらと思いまして。ちょっと教えていただいても

いいですか。 

R根木山 ・ありがとうございます。基本的に委員としての活動というのは本委員会

だけなので、それ以外の活動は、守山市に頼まれてやっているというよ

りかは河川レンジャーとして主体的に積極的に活動させていただいて

いるという意味で、河川レンジャー活動としてさせていただいていると
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いうふうな切り分けで考えております。 

北井 ・では、委員会の動きに絡めて河川レンジャーとしても、事業効果を高め

るというか、働きかけにつながるものとしてプラスアルファで動いて

た、委員会としてはプラスして動いているみたいな位置づけになるんで

すかね。委員会の内容に沿った活動を河川レンジャー活動でも取り入れ

ていっているみたいなイメージですか。 

R根木山 ・どう答えたらいいんですかね。本年度で言うと、守山市から委嘱されて

いる委員会は２回しかなかったので、それ以外は河川レンジャー活動と

してさせていただいているということです。 

北井 ・事業者さんとのヒアリングとか、守山市の環境学習事業の関連での活動

という報告がちらほらとあるんですけど、特に委員会に関する動きでは

なくて、レンジャー活動のものを書いてくださっているということです

よね。 

R根木山 ・そうですね。はい。 

北井 ・何となく名前が一緒だからか、関連した活動だからか、混同しそうにな

っていたんですが、どういうわけかなと思いまして確認させていただき

ました。 

R根木山 ・河川レンジャーとしての業務をご評価いただいて委員に選んでいただい

ているので現実重複しているとは思うんですけれども、大丈夫ですか

ね。 

北井 ・そうですね。河川レンジャーとしての活動が委員委嘱につながっている

のもあるので特に問題視はしてないんですけど、シンプルにわかりやす

く言うと、シンプルにというか、いろいろと考えていることはあるんで

すけど、うまく言えないんですけど、委員会謝金が出ているものを例え

ば河川レンジャー活動報告に載せているというのはちょっとややこし

いのかなと。二重に謝金がかかるとかは単純によくないかなと思ったり

しましたので、それの確認です。 

・あともう一個。河川レンジャーの独立性とか中立性という話に絡んで、

守山市の委員会の活動そのものが河川レンジャー活動になってしまっ

てたら何となく違和感があるのかなとは思ってたんですけど、今までの

活動の流れの中で呼んでくださっている委員会と、その流れでいろいろ

とつなげて広げていっていらっしゃるという理解をしてます。そんな感

じですかね。 

R根木山 ・ありがとうございます。謝金のことはちゃんと問題ないように。守山市

からいただいている分は正味２回分だけなので、そこは問題ないように

時間上は切り分けるように自己管理しているつもりです。ただ、委員会

に参加したよということを報告から抜いちゃうと意味がわからなくな

るだろうなと思っているので、一応報告書には委員会のことも書かせて

いただいています。 
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北井 ・働きかけの効果が上がっているようにも思いますので悪い面では捉えて

ないんですけど、報告の中で私の把握も混同するとあんまりよくないの

で、ちょっと確認が必要かなと思ってご質問しました。 

R根木山 ・あと、守山市の環境学習事業の委員長も市に頼まれた委託業務を受けて

いるわけではないので、私個人として振る舞わさせていただいているの

で、特に問題はないんじゃないかなとは自分では思っているんですけれ

ども。 

北井 ・はい、ありがとうございます。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

平山 ・いい方向に進んでいるなと。充実した活動を聞かせていただいてありが

とうございます。 

・質問なんですけども、２つありまして、１つは、先ほどの意見交換会の

資料の中で、公園の利用ルールがちょっと変更されましたということだ

ったと思うんです。それで、来年度からはこの絵にあるようなことに沿

ってもうちょっと変えていきたいというイメージですか。 

R根木山 ・ちょっとそこまではまだ。今年度は、僕だけの働きじゃなくて、事務局

が調整いただいている河川事務所と守山市と河川レンジャーとの意見

交換会を踏まえて今議論が進んでて、結果的に改正されたということな

んですけれども、たちまち最低限「ちょっと現実と整合してないよね」

という中で問題ないところを改正していただいたというのが現状だと

思っています。 

・それで、ちらっと見せていただいた地元要望の中には河川法上は結構ア

グレッシブなものも入ってしまっているので、そこはちょっとルール改

正の話とは全然別の議論になっているというふうに理解いただいたほ

うがいいと思います。 

平山 ・わかりました。 

・その上でなんですけども、この出てきた意見からこういうふうに描くと

いうのはすごく大事なことで、これからのベースになっていくのかなと

思うんです。以前、私が瀬田川で活動してたときは、日陰がないとか、

ベンチがないとか、ごみ箱がないとか、だからいろいろつくってほしい

という要望だったと思うんですけど、そういうものが出てきたときに河

川事務所にそのまま言うと、「こういうルールで置けません」みたいな

感じで、ぴちゃっと（封じられる）みたいな感じだったんですね。でも、

何か方法はないのかなと思いながら、その辺の調整というか、こういう

ところまでならいけるとか、こういう言い方をしたら何かが置けると

か、「ちょっとベンチとは言えないけども、腰かけはできる」みたいな、

何かそこのやりようがあったんじゃないかなと思いながら私はできな

かったんです。それで、河川レンジャーとしてそこをうまくやると、す

ごくいいモデルというか、河川管理者のやらなきゃいけないこととかル
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ールにも沿った形でぎりぎりどこまでいけるのかみたいなところがで

きるといいなと思って。そのままはちょっと難しいけど、その調整が根

木山さんのコーディネートでうまくいくといいなと思って、そこをすご

く楽しみに聞かせていただきたいなと思ってます。 

・もう一つなんですけど、ちょっと話は変わって、最後のほうにおっしゃ

ってたエコポイントがつくというところをもうちょっと詳しく教えて

いただけませんか。 

R根木山 ・正式にはまだ市議会で採決されてないので決まってないと思うんです

が、守山市の環境政策課のほうで来年度起案されているもので、守山市

内でも川ごみの問題が割と今フォーカスされていて、野洲川だけの問題

ではないんですけれども、住民参加の河川清掃活動を促進したいという

ことがありまして、その中で環境省がやっているエコ・アクション・ポ

イントという仕組みを使って、１回200ポイントだったかな、それを参加

した住民さんに付与すると。そういう施策で起案されているということ

です。私としては、それを野洲川の清掃活動にも来年度以降適用してい

ただいて、野洲川の清掃活動に参加していただく住民の方を増やしてい

けたらいいなというふうなことを考えてます。 

平山 ・ありがとうございます。 

・コメントなんですけど、清掃活動だけじゃなくて、例えば根木山さんが

５人ヒアリングして意見をいただいたというのもすごく川づくりには

大事なことで、そういうふうに意見を言った人とか遊んだ人とか利用を

した人とか、そういう人にもそのポイントが付いて、ポイントに関連さ

せて利用促進とか意見募集ができるようになるといいなと思いました。

これはコメントです。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

堀田 ・いつもこういう場で言っている話なので繰り返しになってしまうかもし

れないんですけど、レンジャーさんの活動が事務所の施策を進めていく

上で非常に助かっております。例えばこのヒアリングの内容も、直接住

民の方に我々のほうから聞く機会というのも限られてくるので、その活

動の中で聞いて中身を教えていただけると、非常に我々としても住民の

方々がどういう考えをしているのかというのもわかりますし、それを参

考に川づくりをしていくということにもつながりますので、引き続きよ

ろしくお願いしたいと思います。 

・あと、これも何度も言っていることではあるんですが、河川の維持だと

か美化だとか、そういうのもなかなか行政だけでは追いつかなくなって

きている部分もございます。そういう意味では住民の方々にご協力いた

だきながら進めていくという方向にだんだんなってきているという中

で、どうやって人に集まっていただけばいいのかというところがちょっ
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と課題になってきています。なかなか人が集まらないような中で、今回、

３月20日、芝桜を植えるのと同時に、カヌー体験だとか木のジャングル

ジムだとか、そういうことを企画していただくことによって人が集まり

やすくしていただけるということで本当に感謝したいというふうに思

います。 

・それで、この３月20日は私も行かせていただきますが、前半の意見交換

の話じゃないですけれども、ここにおられる方ももし時間があればぜひ

来ていただければいいかなというふうに思います。 

・ちょっと取りとめなく、質問ではなくて、意見というか、お礼という形

で述べさせていただきました。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

中谷 ・活動、大変ご苦労さまです。夢のある絵が描けてていいんですが、先ほ

どもありましたように、河川管理者で許せるものとそうでないものとが

あるので、そういう中でうまく遊んじゃうということからすると、例え

ば「陸上にあるようなでっかい滑り台はないんだけど、川の中で思い切

って遊べますよ」みたいなところで差別化を図るといいなと思ったりし

ています。 

・まあ、ポイントとかは、皆さんのおっしゃるとおりで、ＱＲで支払いす

るようなシステムでやるのかなと思うので、多分手間をかけずに簡単に

与えられると思います。その辺はうんとやる工夫をしていただいている

と思うので、大いに期待しております。 

・あと、紙で報告書を出してもらってて、コロナで回数が十分できなかっ

たのでＣということはあるんですけど、例えば、世間一般の誰が見ても

常識的な範囲で、この状況の中でも工夫してこれだけの回数はやりまし

たよということは、必ずしもうまくできなかったというよりは「こうい

う状況の中でちゃんとやりました」というふうな評価でいいと思ってお

ります。ありがとうございました。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

中谷 ・続きまして、水上レンジャー、お願いできますか。 

Ｒ水上 ・私のほうは、資料－５の報告書の６ページから説明をさせていただきま

す。中間報告で説明したことは飛ばして、その後のことを重点的に説明

いたします。 

・まず、前段の背景とか実施目的はもう既に説明しておりますので、「今年

度の成果目標と結果」の中で評価も含めて少し変わったところを説明さ

せていただきます。 

・野洲川河川清掃ですけど、「住民と行政がともに活動する野洲川河川清

掃」に向けた活動を進めました。その後、２部で、Ｅボートとか、いろ

いろやりましたので、子供たちと川に関わる人々との出会いの場とか、

多世代、いろんな世代の方が川に触れて親しむきっかけづくりに向けた
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イベントを行政と連携して実施できたのではないかと。あと、樹木再繁

茂対策については、参加者の皆さんに伝えることができたと。これは後

で説明しますけど、アンケートにもそういうことを書かれている方があ

りましたので、そういうのを根拠に、Ｃだった評価をＢにさせていただ

きました。 

・それから、野洲川河口部のモニタリング調査はそのままですので、Ｃの

ままで評価をしています。 

・次の７ページですけども、「自ら評価できる点やＰＲしたい点など」とい

うことで、これもちょっと変えております。 

・野洲川河川清掃につきましては、前回も説明しましたように、コロナ禍

の中でも何とか工夫して例年の規模以上の活動ができたということで

自分なりに評価しています。あと一つは、これも前回話しましたが、新

たな企業、具体的に言うと綾羽さんですが、そことの調整を行って参加

してもらうことができたと。それ以外に、「Ｅボートを漕いで中洲の探

検」では、子供たちと琵琶湖河川事務所の職員、要するに河川管理者、

河川を管理している行政との出会いの場ができたということで自分な

りに評価をしています。４番目につきましては、先ほど説明しました樹

木再繁茂対策について参加者の皆さんに伝えることができたと。あとは

防災の部分ですね。防災に関する関心の喚起ということで防災かまどづ

くりを体験してもらって、それに関心を持っていただく機会になった

と。 

・あと、野洲川河口部につきましては前回説明しましたので省略させてい

ただきます。 

・次に「活動内容の計画と結果」ですけども、前段の部分は繰り返しにな

りますので省略させていただきますが、要するに、コロナだったけども、

例年以上の規模でできたということを書いております。 

・次に、野洲川の河川清掃。具体的な内容は前回説明しましたので省略さ

せていただきますが、たしか北井委員から野洲川河川清掃の参加者の感

想はどうだったのかということを聞かれてましたので、その辺を追加し

てまとめております。その中で、特に２番目、「子供が参加するイベント

がありよかった。」と。これは、清掃だけでなく、２部もあってよかった

と。それから、今回は守山市長が参加されて、もちろん事務所長も参加

されているんですけど、そういう行政の方と話ができてよかったという

ことで、行政と住民をつなぐというところもできたんじゃないかと。あ

と、清掃活動については６番目ですね。これはアンケートの内容をその

まま書かせていただいているのでちょっとわかりにくいんですけど、恐

らく川の反対側に行かれた方が、草がかなり生えているのにそれ以外の

ところがなかなかできなかった、同じところをみんなが歩いている感じ

になってしまったということかと思いますが、これは逆に「草も一緒に
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刈って、みんなでごみの清掃をしませんか」という問いかけもできるん

じゃないかと思ってます。それと、８番目も河川清掃の関係ですけども、

これは綾羽さんが書かれたと思うんですが、「河川清掃の参加人数が想

像したよりも多く、地域の方の関心が高い事がよくわかった」というア

ンケートもいただいてます。樹木の再繁茂対策については、その説明を

行いましたので、「必要性を強く感じたが、継続して対策を続けていかな

ければならない」という感想をいただいてます。それはまた今後の活動

に生かしていきたいと思います。私が一番うれしかったことは10番目。

「この活動が定着してきたので来年以降も開催して欲しい。」というこ

とで非常にうれしい感想をいただいております。 

・もう一つ、９ページ。野洲川河口部のヨシ帯調査の中で聞いたことを記

録に残したらどうかということを平山委員にも言われておりましたの

で、顧問の脇田先生から、野洲川河口部のヨシ帯調査以外のことで、モ

ニタリング調査の経験を踏まえてご意見をいただいてます。それは何か

と言いますと、ここを皆さんが使えるような、自然観察会のようなフィ

ールドにしてはどうかと。そのときに簡単に入れるような観察路の設置

ができないかというご意見もいただいてます。それはもちろん琵琶湖河

川事務所のほうに伝えました。 

・あと、９ページの下、「当初予定していなかったが実施できたこと」とい

うことで、１つは、前にも説明しましたが、野洲川河川清掃に新たな企

業に参加していただいたと。 

・もう一つは、これは新たに書きましたが、中洲親水公園の利用促進に向

けた取り組みということで、コロナ禍ではあったんですけども、中洲親

水公園の上流とか、公園を３つぐらい、ゴールデンウィークや休日の利

用実態調査を行いました。その実態調査とともに、野洲川河川清掃の参

加者に利用促進に向けたヒアリングを行いました。 

・その結果ですけども、公園の利用状況では、ボール遊び、サッカーとか

虫とり。ただ、根木山レンジャーも言われてましたけど、「遊具がないの

であまり来ない」という意見もいただいています。 

・公園の利用については、どういうことをしたいかを聞いたところ、バー

ベキューができたらいいとか、やっぱり遊具が欲しいということが出ま

した。それから、子供の遊べるボール遊びの企画があればいいとか、キ

ャンプなどができないかとか、カヌーがしたいという話もありました。

・その他、「あっ、こんな意見を持っておられるのか」と驚いたところは、

ちょっと細かいことなんですけど、トイレが設置されてますが、公園の

トイレはあまりきれいではないということで女性の利用が非常にしづ

らいと。一緒に来るお母さんが利用しにくいところには人は来ないと思

いますよと言われて、「あっ、なるほど。そうか」というところがわかり

ましたので、そういうのを含めて意見交換会で伝えさせていただいてま
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す。意見交換会というのは、行政の琵琶湖河川事務所と守山市との意見

交換会です。そこでその住民の思いを伝えました。 

・その結果なのかわからないんですけども、サッカーはやってもいいです

というか、そういうルールに変えられたということで、中洲親水公園の

ルールも緩和できて、利用促進を一歩進めることができたと思います。

・ただ、先ほどちょっとお話がありましたように、ルール以外の、例えば

キャンプとかバーベキュー、その辺のところは、この意見交換会で守山

市の方が、今はルール上だめだけども、試験的に住民の方とバーベキュ

ーやキャンプをやっていただいて、ちゃんとできるところを示してもら

えればいけるんじゃないかと。例えばバーベキューだと、ごみを捨てず

に汚いまま出ていってしまうので、試験的に「ちゃんとできますよ」と

いうところを示してもらえればいけるんじゃないかという意見もいた

だいています。これはまた今後の活動に生かしていきたいと思います。

・以上、私の説明を終わります。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・それでは、委員の皆様から質問、ご意見、また評価を伺います。どなた

からでも結構です。どうぞご発言ください。 

平山 ・ご発表、ありがとうございました。私がずっとお伺いしたかった関係者

の方の声が具体的にわかって、すごいいい声をとられているんだなとい

うのがわかりました。ありがとうございます。 

・質問なんですけども、報告書の７ページの「活動内容の計画と結果」の

①のところに「企業、地域住民が川づくりに参加できるような仕組みづ

くり」とありますよね。この仕組みづくりの具体的なイメージをお伺い

したいのと、その仕組みのどの辺まで今年度できてきたのかというのを

教えていただけますか。 

Ｒ水上 ・それはこの後の応募用紙の資料にあるんですけど、そちらでもよろしい

ですかね。事務局、出せますかね。いきなりで申しわけないですが、パ

ワーポイントを出していただければわかりやすいと思ったんですけど。

△中西 ・用意しますので、少しお待ちください。 

Ｒ水上 ・これは何かと言いますと、４年間の河川レジャー活動の振り返りをやっ

てます。河川レンジャー活動の理念・あるべき姿ということで、これは

委員会のほうでいろいろ検討されて、私の指標的なもので、それと照ら

し合わせてどこまで活動できたかというのをこれで示しています。 

・簡単に説明しますと、一つは「聴く・認識する」ということで、これは

住民のところへ個別に訪問していくと。それを進めていって、「呼びか

ける」ということで皆さんに集まっていただいて、「つなぐ」というこ

とで企業と住民が川づくりに参加できるような形につなぐところまで

行って、そして行政のほうに提案をしていくと。ここまで今できてます。

今後は、これはこの後の話になるかもわかりませんけども、「引き出す」



- 17 -

というところに書いてますように、「住民による主体的な活動の立上げ、

構築を支援する」ということを進めていきたいと。今現在できるところ

は行政と住民とを橋渡しでつないで住民参加の川づくりができるとい

うことで、今後は最終的には住民主体の川づくりに持っていけるように

と考えてます。 

・これでよろしいでしょうか。 

平山 ・はい、ありがとうございました。 

・質問した趣旨としては、水上さんがずっとかかわり続けなければいけな

い仕組みになっていないだろうかというのをちょっと確認したくて。ご

説明では住民主体のところまで持っていくということだったので、よく

わかりました。ありがとうございます。 

Ｒ水上 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ほかの委員さん、いかがでしょうか。 

北井 ・ご発表、ありがとうございました。野洲川の河川清掃の感想を載せてい

ただいて、いろんな目的を持った人たちがそれぞれ充実感を感じていら

っしゃったのかなというのがよくわかりました。これから多岐にわたる

内容になっていきそうな気配すらあり、いろんな要望が積極的に上がっ

てきてて、いい機会になったのかなというふうに想像しながら拝見して

ました。１回延期も含めて再調整して開催されて、あと企業のかかわり

も増えているということで、この活動の機会としてはとっても充実した

ものになってきつつあるのかなと思ってます。また、定着してきている

のでというエールがありましたけども、次年度以降も続けて主体を考え

ながら開催されるように、こちらも期待が大きいなというふうに思って

ます。 

・中間報告のときに伺ったりしてたのもありましたので特に質問等はない

んですけど、活動しづらい中、いろんな機会を捉えて充実させてこられ

たかなと思ってます。コメントです。 

Ｒ水上 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

堀田 ・１点教えていただきたいんですけれども、今、立命館守山中学校と野洲

川河口部ヨシ帯モニタリング調査をやっていただいてますけれども、６

ページの下のところに「高校生まで活動の場を広げる」と書かれている

んですが、これはもう既に高校生も入ってやっていただいているという

ことなんでしょうかね。 

Ｒ水上 ・実は、中学のときにサイエンスクラブに入っておられた方が高校に行っ

てもぜひやりたいということで、その顧問の先生が高校のサイエンスク

ラブも兼ねていたのでうまくつながって。大々的に高校生の方が来てい

るんじゃなくて、先輩と言うんですかね、その人も一緒に来ているとい

う形で入っていただいている仕組みををつくってます。 
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堀田 ・もし高校生が入っているのであれば今おっしゃったような形で入ってき

てくれているのかなというふうな想像をしながら聞いたんですけれど、

こうやって昔参加してた人が大きくなって継続的に活動が続いていく、

もしくはその方が指導的な立場になって今度また若い子に環境学習み

たいなもので教えていくというような形で続いていけばいいなという

ふうに考えてました。ありがとうございます。 

Ｒ水上 ・今後の参考にさせていただきます。ありがとうございます。 

中谷 ・特に企業とかの関係もうまくいくような気配がありますし、地元の皆さ

んは、いろいろ希望を出される中で実現するところがあると、それこそ

また「こういうのを続けててよかったな」ということにもなると思いま

す。 

・それから、今の堀田所長の話と関連するんですが、中・高と来て、次は、

多分かなりの部分は大学生になると思うので、大学生になったときに

は、さっき言いましたIVUSAとか、ああいうボランティアグループもあっ

たりするし、場合によっては、勝手な想像ですけど、そういう人がまた

学校の先生になったりするかもしれないし、そういう面でうまくつなが

る可能性というのはどこにでも転がっているかという感じがします。 

・経験も生かされて、うまく地元へ行っていただいて、また台風にもめげ

ずに頑張っていただいておりますので、大いに期待しております。あり

がとうございました。 

Ｒ水上 ・ありがとうございます。 

中谷 ・それでは、時間が少し過ぎてしまいましたので、年間活動報告というと

ころはここまでとさせていただきます。 
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(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

４．その他 

(1)今後のス

ケジュール 

(2)河川レン

ジャーレポー

トvol.42発行

について

中谷 ・次は、予定では資料－６と参考資料－１となってますので、そこの説明

をお願いできますか。 

△中西 ・資料－６は、2020年度の河川レンジャー年間実績という資料でございま

す。４月から３月にかけての河川レンジャー制度運営委員会、それから

支援室の動き等を示しております。今年はコロナ禍でもありまして、前

半は活動が疎になっておりますが、予定どおりの活動をしてまいったと

いうところです。ただ、流域連携イベントの「水辺の匠」は、夏の会は

中止になってしまいました。あと、今後は河川レンジャーレポートの43

号を３月末に発行したいと思っています。 

・２ページ、３ページは、ミーティングで実施したことを参考としてつけ

させていただきました。 

・続きまして、河川レンジャーレポートの42号の発行についてもご説明さ

せていただきます。 

・これは今年の１月に発行したものでございます。レンジャーのご報告に

もありましたように、11月23日にやりました野洲川清掃の第１部のこと

を表面に、第２部のことを裏面に書いております。またご参考になさっ

ていただけたらと思います。 

・時間もありませんので、紹介はこれぐらいにさせていただきます。 

中谷 ・ありがとうございます。今、２点の資料の紹介をいただきましたが、こ

の内容について何か質問等ありませんか。 

平山 ・今、「４.(１)今後のスケジュール」のところを説明いただいたような気

がするんですけども、お話は年間の実績のことだったと思うんです。今

後のことで私たちが把握しておかなきゃいけないスケジュールは何で

すか。 

△中西 ・議事次第では「今後のスケジュール」となっておりますが、お示しした

かったのは今年度実施してきたことということで実績になりました。今

後につきましては、今日まだご報告する予定はなかったんですが、でき

るだけ早い段階で、年度初めの委員会の開催等、お示ししていきたいな

とは考えております。 

平山 ・わかりました。 

・１点だけ。今年度は12月に中間報告をお伺いしたんですけれども、活動

の進捗がどうこうということとは別に、もうちょっと早い段階で意見交

換を含めて、情報共有というか、お話をさせていただいたほうがいいか

なと思いました。 

中谷 ・平山さん、ご指摘ありがとうございます。スケジュールというのはやっ

ぱりそのとおりで、コロナのこともあり、後送りになってきた部分もあ

りますので、その辺はまた大いに改善の余地はあろうかと思います。 
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(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

４．その他 

(3)傍聴者か

らの意見

中谷 ・それでは、本日傍聴者がいらっしゃるようですので、ご発言を求めるこ

ととします。 

・遅くなりまして失礼しました。お願いできますか。 

○前川 ・こんにちは。琵琶湖・淀川流域圏連携交流会の前川と言います。 

・内容的にちょっと気がついたというか、思っているのが、レンジャーさ

んが２人おられるんですけど、内容が野洲川の守山市の区間だけの話な

ので――瀬田川と野洲川が琵琶湖河川さんの直轄の担当だと思うんです

よね。管理区間なので。だから、どちらかの方が瀬田川に行くとか、そ

ちらのほうで活動するみたいなのがあればいいのかなと思いました。 

中谷 ・お話、ありがとうございました。直轄管理区間のレンジャーさんという

ことで、野洲川だけに偏らず、瀬田川でもどうかというお話をいただき

ました。それは委員の中でも常々考えているところではありますが、レ

ンジャーさんご自身の目標なり、「こういうことをしたいよ」というよ

うなところもあるので、その辺も考えながら現在は今聞いていただいた

ような状況で進んでいるということであります。「そういうことなら、

私が瀬田川のレンジャーになってみようか」というようなことを言って

いただけると非常にありがたいところではあるのですが。（レンジャー

への応募を）お待ちしておりますので、よろしくお願いします。 

○前川 ・はい。 

中谷 ・おつき合いいただきまして、ありがとうございます。 

・では、事務局、次の進行をお願いします。 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局)

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

５．閉会 △中西 ・それでは、一通り最後まで終わりましたので、これをもちまして第62回

の制度運営委員会、公開の議事を閉会したいと思います。 

・少し予定を押しているんですけれども、５分間休憩をさせていただきま

して、26分ごろから非公開の議事を執り行いたいと思います。 

・では、一旦これで解散いたします。ありがとうございました。。 
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